
　ラスベガ
スで開催さ
れる業 界
最大のイベ

ントの日本版が初開催。いますぐ使え
る300を超えるライセンスプロパティが

集結。ライセンスのプロが貴社の商品
企画や戦略にあったプロパティを提案
する。場所は、東京ビックサイト西4
ホール。時間は10時～18時。同時開
催は、世界最大級のファッション展示
会「IFF MAGIC」。

　4月15日から6月
25日まで、横浜美
術館では「ファッ
ションとアート麗し
き東西交流」展が
開催される。
　同展は、18 5 9
（安政6）年の開港
以来、西洋の文化
を受け入れ、日本の
文化を海外に送り
出す玄関口としての
役割を担ってきた
横浜で、19世紀後
半から20世紀前半
のファッションと美
術に焦点を当て、横
浜を一つの拠点とする東西の文化交
流が、人々の生活や美意識にどのよう
な影響を及ぼしたのかを紹介する。
　明治以降の日本では、西洋からもた
らされたファッションやライフスタイル
が、急速に人々の暮らしに浸透。一方、
西洋へは日本の美術品や着物が輸出
され、ジャポニスムのブームが起こっ
た。日本と西洋の双方にとって、海の向
こうの人々は、美しく珍しい衣服を優雅
にまとい、自分たちのものとは異なる工
芸品で日々を豊かに彩る、「麗しき」他
者であったと推測される。 　
　横浜では初めての展示となる京都
服飾文化研究財団（KCI）所蔵のドレ
スや服飾品約100点を中心に、国内外
の美術館や個人が所蔵する服飾品、

工芸品、絵画、写真
など計約200点を
展観。日本と西洋が
互いの装いと生活
の文化をどのように
受容・展開し、新し
い美を見出していっ
たかをたどる。※会
期中、一部展示替
え有り。
　なお、関連イベン
ト（予定）として、
ワークショップ＝こ
どもの日ワー ク
ショップ（5月5日）、
日本刺繍の魅力 鑑
賞と創作体験（5月

21日）。シンポジウム＝「ファッションと
アートにみる東西交流の諸相」（5月27
日）。夜の美術館でアートクルーズ（5月
20日）など、詳細はホームページで確
認を。
http://yokohama.art.museum/sp
ecial/2017/fashionandart/
　観覧料：一般1500円、大学・高校生
900円、中学生600円、小学生以下無
料、65歳以上1400円。
　読者プレゼントとして、無料観覧券
を10枚プレゼントする。件名に「ファッ
ションとアート」と記入し、メールで
hayato@carol.ocn.ne.jp宛に、希望
枚数（原則として1枚）、氏名、住所を
添えてお送りください。発表は発送を
持って代えさせていただきます。

「ファッションとアート 麗しき東西交流」展に
横浜美術館 4月15日～6月25日

月岡芳年　
「風俗三十二相 遊歩がしたさう明治年間 妻君之風俗」
1888（明治21）年　35.6×24.1cm
京都服飾文化研究財団蔵

ライセンシング
エキスポジャパン
4月26日～28日

無料観覧券
プレゼント

（たかの耕一:tagayasu@xpoint-plan.com）

　

ギ
タ
ー
、バ
ー
テ
ン
、喧
嘩
。そ
の
頃
の
青
春
の
条
件
だ
。進

学
校
な
の
で
３
年
に
な
る
と
受
験
の
た
め
に
部
活
を
辞
め
、授

業
が
終
わ
る
と
み
ん
な
そ
そ
く
さ
と
塾
や
図
書
館
に
向
か
っ

た
。だ
が
、私
の
足
は
銀
座
に
向
か
う
。銀
座
八
丁
目
資
生
堂

裏
、バ
ー「
Ａ
」。私
は
そ
こ
で
、バ
ー
テ
ン
見
習
い
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
始
め
た
。受
験
費
用
を
稼
ぐ
と
い
う
名
目
だ
っ
た
が
、青
春

の
条
件
を
体
験
し
た
い
と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
だ
。

　

バ
ー
テ
ン
の
宮
坂
さ
ん
は
、高
校
生
か
ら
見
る
と
、型
に
は

ま
っ
た
学
校
の
先
生
と
は
違
っ
て
、自
由
で
人
間
味
に
あ
ふ
れ
、

素
晴
ら
し
き
大
人
に
見
え
た
。ポ
マ
ー
ド
で
き
ち
っ
と
固
め
た

髪
。糊
の
き
い
た
ハ
イ
カ
ラ
ー
ワ
イ
シ
ャ
ツ
。き
り
っ
と
締
め
た

舶
来
の
ネ
ク
タ
イ
。穏
や
か
な
笑
み
を
絶
や
さ
な
い
。映
画
ス

タ
ー
が
尻
尾
を
巻
い
て
逃
げ
る
ほ
ど
の
甘
い
マ
ス
ク
。シ
ェ
ー

カ
ー
を
振
り
な
が
ら
見
せ
る
艶
っ
ぽ
い
表
情
や
グ
ラ
ス
に
酒
を

注
ぐ
ふ
る
ま
い
は
、爽
や
か
だ
。宮
坂
さ
ん
目
当
て
の
女
性
客

も
多
く
、周
辺
の
喫
茶
店
や
シ
ョ
ッ
プ
に
も
女
性
フ
ァ
ン
が
た

く
さ
ん
い
た
。学
生
時
代
は
山
岳
部
で
、先
輩
や
同
輩
も
常
連

客
だ
っ
た
。気
心
知
れ
た
仲
間
同
士
の
熱
き
友
情
は
、見
て
い
て

気
持
ち
の
よ
い
も
の
だ
っ
た
。マ
マ
は
、和
服
の
似
合
う
小
柄
で

上
品
な
人
だ
っ
た
。お
客
の
話
に
耳
を
傾
け
、小
首
を
か
し
げ

る
風
情
は
、い
か
に
も
一
流
の
銀
座
の
マ
マ
と
い
っ
た
趣
で
、息
を

飲
む
ほ
ど
美
し
か
っ
た
。カ
ク
テ
ル
の
つ
く
り
方
、お
客
と
の
会

話
の
コ
ツ
、言
葉
遣
い
、目
と
気
の
配
り
方
を
宮
坂
さ
ん
は
厳

し
く
教
え
て
く
れ
た
。「
受
験
に
は
役
立
ち
そ
う
も
な
い
け
れ

ど
、人
と
し
て
大
切
な
勉
強
ね
」。そ
う
言
っ
て
、マ
マ
が
笑
っ

た
。４
時
に
店
を
開
け
、掃
除
。終
わ
る
と
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
三
人

分
の
夜
食
を
作
る
。も
や
し
を
毎
日
炒
め
る
こ
と
。宮
坂
さ
ん

は
そ
う
言
い
、毎
日
味
見
を
し
、「
30
点
だ
」と
即
座
に
評
価
し

た
。１
０
０
点
取
れ
た
ら
、ど
ん
な
料
理
で
も
で
き
る
、と
言

う
。だ
が
、宮
坂
さ
ん
は
最
後
ま
で
１
０
０
点
を
く
れ
な
か
っ

た
。店
の
前
に「
コ
ン
パ
ル
」と
い
う
美
人
喫
茶
が
あ
っ
た
。香
港

女
優
が
ゲ
ス
ト
で
来
店
し
、大
騒
動
に
な
っ
た
店
だ
。裏
口
が

バ
ー
の
前
に
あ
っ
て
、ゴ
ミ
袋
を
抱
え
た
美
人
た
ち
と
よ
く
顔

を
合
わ
せ
た
。「
宮
坂
さ
ん
に
渡
し
て
」と
、小
さ
く
折
っ
た
手

紙
を
押
し
付
け
る
美
人
が
い
た
。「
お
礼
よ
」と
、５
０
０
円
札

を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
。当
時
の
日
給
が
、５
０
０
円
だ
っ
た
。

銀
座
か
ら
下
落
合
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
代
も
、５
０
０
円
だ
っ
た
。

有
名
銀
行
の
新
橋
支
店
長
が
、「
趣
味
の
絵
が
売
れ
た
の
で
、は

い
チ
ッ
プ
」と
配
っ
た
の
も
、５
０
０
円
だ
っ
た
。有
楽
町
駅
前

に
日
劇
が
あ
っ
て
、ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
の
踊
子
た
ち
が
、客
と

と
も
に
や
っ
て
き
た
。淡
い
記
憶
だ
が
、若
き
倍
賞
千
恵
子
や
三

田
佳
子
が
い
た
。踊
子
を
連
れ
て
く
る
お
客
の
分
厚
い
財
布
に

は
、目
玉
が
飛
び
出
る
ほ
ど
の
札
が
詰
ま
っ
て
い
た
。気
前
の
い

い
人
で
、「
こ
の
娘
た
ち
は
、必
ず
大
女
優
に
な
る
」と
、高
い
カ

ク
テ
ル
を
次
々
に
注
文
し
、子
ど
も
の
よ
う
に
笑
う
。輸
入
洋

酒
を
扱
う
牧
さ
ん
は
、バ
リ
ッ
と
し
た
外
国
製
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
で
い
る
が
、ど
こ
か
崩
れ
た
感
じ
だ
。「
こ
れ
、飲
め
や
」と
、

ヘ
ネ
シ
ー
や
ジ
ョ
ニ
黒
を
飲
ま
せ
て
く
れ
た
。「
親
父
に
も
飲
ま

せ
た
い
」と
言
う
と
、あ
る
と
き
、「
こ
れ
、も
っ
て
け
」と
、新
聞

紙
に
く
る
ん
だ
オ
ー
ル
ド
パ
ー
を
く
れ
た
。そ
の
頃
ま
だ
あ
っ
た

八
丁
目
の
運
河
脇
で
、元
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
Ｓ

と
立
ち
話
を
し
た
だ
け
で
、「
や
つ
は
本
物
の
ヤ
ク
ザ
だ
。つ
き

合
う
ん
じ
ゃ
な
い
」と
、本
気
で
怒
っ
た
。「
い
ま
こ
そ
足
を
洗
っ

た
け
ど
、昔
は
ち
ょ
っ
と
し
た
顔
だ
っ
た
ん
だ
」。宮
坂
さ
ん
が
、

ボ
ソ
リ
と
牧
さ
ん
の
こ
と
を
言
っ
た
。牧
さ
ん
の
左
手
の
小
指

は
な
い
。銀
座
と
下
落
合
で
は
、同
じ
バ
ー
で
も
ま
る
で
雰
囲
気

が
違
っ
た
。土
地
柄
だ
と
思
っ
て
、宮
坂
さ
ん
に
尋
ね
る
と
、「
店

は
人
が
つ
く
る
も
の
。と
く
に
お
客
さ
ん
が
店
を
つ
く
っ
て
く

れ
る
」と
、教
え
て
く
れ
た
。

　

４
月
初
旬
、週
末
、雨
上
が
り
の
黄
昏
、銀
座
八
丁
目
資
生

堂
前
。若
い
娘
に
寄
り
添
っ
て
歩
く
白
髪
の
紳
士
が
い
た
。宮

坂
さ
ん
だ
と
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。「
ゆ
っ
く
り
恋
の
で
き
る
齢
に

な
っ
た
」。宮
坂
さ
ん
は
そ
う
言
い
、風
の
よ
う
に
笑
っ
た
。
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銀座の風が、笑った。【4月11日】
◆市場はポジティブな雰囲気が
漂うものの今週からの過越祭
（Passover）、イースターなどの
休日、更にメーデーなどの連休
を控え落ち着きを見せている。
　また今週はRAPAPORT価
格の発行が無いこともあり、市
場価格には大きな変化が無い
模様。
◆ 4 月 5日付の R a p N e t 
D iamond Index（前月比、
D-H,IF-VS2）は一部を除き下
落。
　平均価格は0.7ctが-2.1%、
2.0ctが-2.0%、0.5ctが-1.9%と下
げがきつい。
　一方、RAPAPORT価格上昇と好需
要を反映した0.3ctは+2.7%と上昇
し、他は微増微減。
　ベストプライスは0.7ctが-2.7%、
0.5ctが-2.2%、1.0ctが-1.2%と下落
率が高い。
　0.3ctだけは平均価格同様に上昇
（+3.4%）したが、他は微増微減となっ
ており、市場全体での力強さは感じら
れない。
◆3月のベルギーからの研磨石輸出は
安定。
　Antwerp World Diamond Centre
（AWDC）によると、3月のベルギーから

の研磨石輸出は0.4%上昇し
11.7億ドルでほぼ横ばい。
　重量ベースでは1%減の
485,409ctとなったものの、平
均ガイ価格が1%増加した。
　インドへの輸出は4,660万ド
ルで58%の大幅増加となり、米
国へは2.47億ドルと16%減
少、香港へは9,470万ドルで
3%減少した。
　なお、バーゼルショーのため
スイスへの出荷は4.21億ドル
と4%増加した。
◆De Beersサイト、販売額が5
億8千万ドルに上昇。

De Beersによると、前回のサイト（修正
済み金額の5.53億ドル）と比較し5%
増加した。
　De Beersの年初からの売上高は
18.6億ドルとなり、昨年比2%増となっ
た模様。
　2016年末のインドでの資金繰り悪化
が改善したため、2017年1月の売上高
が+34%と急増した事が寄与している。
　De Beers CEOのBruce Cleaver
氏によると、製品レンジ全体で好調な
原石需要の継続が見られ、3月香港
ショー後から続く強気の地合を反映し
ているとの事。

［提供 :㈱ネットジャパン http://www.net-japan.co.jp/market/2017/04/post_177.html］
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　当事者たちが真剣に振る舞えば振
る舞うほど、他人からは「滑稽」に見え
てしまうという場面はあるのだが、今の
森友学園を巡る騒動こそまさにその典
型と言っていい。
　首相夫人の奔放ともいうべき言動に
政治が振り回されているなどは、馬鹿
馬鹿しさの極みである。政治スキャンダ
ルはいろいろ見聞きしてきたがこういう
形での政治の劣化は初めてである。夫
人の尻拭いやら弁明に政権党の幹部

や閣僚までが額に汗をかきかき労を重
ねているけれども、たぶん本音では「安
倍さん、首相の在任中くらい嫁さんを
おとなしくさせられないのか」と思って
いるはずである。私なら横っ面の一つ
や二つ張り飛ばすけれども、旦那（安
倍）はひたすら予算委員会で夫人を
庇っている。
　言うまでもなく政治に足を突っ込む
というのは地方政治、中央政治を問わ
ず死神と添い寝をするがごとき所業で
ある。最高権力者ならその政治力は絶
大で政敵を微罪で葬り去ることなど実
に簡単な事である。また一方で天変地
異を含め事変への一瞬の判断が国民
の生命と直結していることも明白な真
実である。その権力の切れ味は魔力の
如きものでそれであるがゆえに首相と
いう地位の周りに人は自然と集まって
くるのである。ではその夫人はというと、
本人の意思などと関係なく首相の権力

30
路傍の
   カナリア路傍の
   カナリア路傍の
   カナリア
世相雑感
安倍家内閣のお粗末

の威光の中で位置づけられていて、そ
れ故に夫人というのは旦那と一蓮托生
なのである。公人か私人かというどうで
もいい議論以前に「私は私、主人は主
人」などいう家庭内戦後民主主義は通
用しないのが政治の掟といってもい
い。今回の安倍夫人の在り様というの
がその辺の全くの無理解から生じてい
ることは明白である。安倍首相夫人で
あるからこそ惹きつけられるように集
まってくる有象無象の連中とどう距離
を取りながらさばいていくか、その問題

意識の欠落こそが今回の夫人問題の
本質と言っていい。権力というものに少
しでも触れてみたい、近づいてみたい、
ひょっとしたら一儲けできるかもしれな
い、その取り巻きの甘言に舞い上がっ
ているとしか思えない。見かねて安倍
家のお姑さんが夫人を叱り飛ばしたら
しいが、この話を聞いたときやっと我々
の常識に出会ったように感じてほっと
したことを覚えている。それにしてもゴッ
ドマーザーまでご登場とは、これではも
う「安倍内閣」というより「安倍家内閣」
の方がふさわしい。
　一連の顛末のなかで安倍氏は物わ
かりのいい亭主を演じている。これが
いまどきの夫婦のあり方かもしれない
が亭主の威厳の無いことこの上もな
い。女性が男性と対等かそれ以上に扱
われ、自己主張することはごく当たり前
に受け取られているが、男が作る世界
観と女性が作る世界観とは決して交わ

らないところがある。政治の世界にその
あたりのチグハグが無防備に持ち込ま
れると、国の歯車は乱れはじめるので
ある。
　「女子と小人は養い難し」といい「牝

鶏の晨するは国滅ぶ」というが、このこ
とわざは今でも生きているのである。
　
　　　　　　　　　　　　　   貧骨
   　 cosmoloop.22k@nifty.com
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